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ISMのchemical enrichment

に関わる星の質量の下限
を決める量。

ガス�星への変換効率

SFHのピークに相当

Bulge-like: rapid-rise, short SFH

ガス消費（ν） 速い
ガス供給（τ） 少ない

Disk-like: slow-rise, declining SFH

ガス消費（ν） 遅い
ガス供給（τ） 多い

z~2—6 M
S
-SFR関係関係関係関係

2系統見える。
・second main seq.

(higher sSFR)

・classical main seq.

z別・SFH別にみると、どのz rangeでも
• Classical MS � SFHcon

• Second MS � SFHris

• （low sSFR側はSFHcon）
という住み分けになっている。

SFHris ：破線の上昇部分（younger age）
SFHdecl：破線の下降部分（older age）
SFHcon：実線

↓

MSの分散はSFHの違いによるようだ。

Higher z ほどSFHの多様性が強い傾向。
�モデルSEDの種類、特にτ（ガス供給）、
ν（ガス消費率）、に注意が必要。

• z_spec ~ 2—6  VUDS 銀河に対して、詳細なSED fitting (GOSSIP+) を実施。


